
１．はじめに

従事した函館臨港道路橋梁外建設工事での旧橋

撤去工は、当初設計では、吊足場を設置、板張防

護を施したうえでの大型ブレーカによるものであ

ったが、遊技場や鉄工所が隣接しており、振動・

騒音による事業損失が発生する可能性があった。

上記を考慮、現場での作業内容の検討をし、そ

れにより、現場での作業量や作業時間の短縮を図

り、もって上記に対処しようとしたものである。

当報告では、上述に対処した、現設計（従来か

ら行われている板張防護柵取壊し工法が採用され

ていた）とは異なる事業損失防止や施工性を意図

したカッター工法を提案し、発注者サイドでの検

討が行われ、結果、承認、採用、施工がなされ、

それにより、事業損失防止が達成出来たと思われ

るので、その概要について記述することとする。

具体的な提案内容は、大筋で下記のようなもの

である。

鋼製桁間の床版コンクリートをカッターにて切

断、１６０ｔ吊油圧クレーンにて桁と床版コンクリー

トを一体のまま撤去し、別の場所で取り壊し作業

を行うことで、事業損失防止を図ろうとするもの

である。

２．適用工種

旧橋撤去工

舗装版・床版破砕及び撤去 １１１m３

桁材撤去 ４１．１ｔ

３．従来工法の問題点

� 現場での大型ブレーカによる取壊しのため、

現場近傍での振動・騒音が確実に発生する。

� 取壊したコンクリート塊が、吊足場上に落

ちるため、その回収が人力作業になる。

� 取壊すコンクリート量が、吊足場の強度を

考慮したものに制限される。

４．改善点

従来工法より改善される点として、以下のこと

が挙げられる。

� コンクリートの取壊しが別の場所で行われ

るため、現場近傍での振動や騒音の発生を防

止出来る。

� 吊足場上での作業が発生しないため、安全

性が向上する。

� 人力施工量を減らすことが出来るため、工

期を大幅に短縮することに貢献出来る。

� 確実な分別・解体を行うことが出来る。

５．カッター工法の施工手順

� 取壊しに先立ち、汚濁防止のため、河川に

オイルフェンスを設置する。
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� 高欄及び伸縮目地をガス切断する。

� 橋面部及び歩道部のアスファルト

を撤去する。

� コンクリートカッターで地覆部を

ブロック状に切断し、バックホウで

撤去する。

� 床版部の撤去用吊金具取付位置に

コア（φ５０mm）を削孔する。

� 床版部をコンクリートカッターで

１次切断後、５０ｔ吊ラフタクレーン

で吊上げ、２次切断し撤去する。

� 床版部の撤去完了後、歩道部の撤

去を行う。

桁と床版を一体化するためのワイ

ヤー通し用コア（φ１００mm）を削孔

し、ワイヤー及びレーブロックで固

定する。

完了後、１６０ｔ吊クレーンにて撤

去する。

� 歩道部と同様に、床版桁部の撤去

を行う。

６．留意点・今後の検討課題

� 大型クレーンを設置できるヤードが必要と

なる。

� 撤去材を仮置し、取壊し作業が行える場所

が必要となる。

以下に、旧橋撤去施工フロー及びコンクリート

カッターによる切断作業状況写真、１６０ｔ吊クレー

ンによる撤去作業状況写真を表示する。

図―１ 旧橋撤去施工フロー

写真―１ コンクリートカッターによる切断作業状況写真 写真―２ １６０ｔ吊クレーンによる撤去作業状況写真
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